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　皆さん身体の調子は大丈夫ですか？夏が近づくに

つれて気温もぐんぐん上昇してきました。体調管理

には十分注意して下さい。

　先日行われた、町制記念綱引選手権大会は気温も

さることながら、選手、応援の皆さんの熱気も上昇

し、熱い戦いが繰り広げられましたね。

　選手の皆さんの真剣勝負に、応援している人も力

が入り、普段は短い１分間が長く感じたでしょうね。

各地区の皆さんほんとうにお疲れ様でした。

（ｋ！ｋ）

　マイペースで乗り物大好きな愛斗と、好奇心旺盛でも恥ず
かしがりの愛來。ちっちゃい赤ちゃんだった２人が走ったり
笑ったり歌ったり、いろんな事が出来るようになったね。
これからもそれぞれのペースでゆっくり元気に育ってね。生
まれてきてくれてありがとう大好き。

にしたに あつと

西谷　篤人くん

にしたに しゅうと

西谷　鷲人くん

平成26年９月15日生 平成24年８月３日生

父：章秀　母：裕香（ひばりタウン）

おかだ あいく
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平成24年12月31日生 平成24年12月31日生
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　消費者ホットラインは、全国共通の電話番号で、
地方公共団体が設置している身近な消費生活相談
窓口をご案内します。
　契約・悪質商法、製品、食品サービスによる事
故などのご相談で、どこに相談してよいか分から
ない場合には、一人で悩まずに、消費者ホットラ
イン 188番をご利用ください。

※生命・身体に重大な危害を受けた場合、又はその危機
が切迫している場合などは、まずは、警察・消防にご
連絡ください。

　消費者ホットラインの番号が７月１日（水）
より３桁に変わります。
　消費者ホットライン「188番」
188番をダイヤルすると、アナウンスが流れます。
アナウンスにしたがって操作をお願いします。
⑴ 住んでいる地域の郵便番号（７桁）を入力

してください。
⑵ 郵便番号の分からない方は、アナウンスに

したがって地域の番号を入力してください。

身近な相談窓口
　川北町役場総務課　☎076（277）1111

消費者ホットラインの
番号が変わります
消費者ホットラインの
番号が変わります

い や や
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各
地
区
の
自
衛
消
防
隊
員
の
皆

さ
ん
が
日
頃
の
訓
練
成
果
を
競
う

自
衛
消
防
隊
合
同
訓
練
大
会
が
６

月
７
日
に
川
北
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
＆
ス
ポ
ー
ツ
公
園
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
全
20
隊
２
４
０
名
の

消
防
隊
員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
の
後
は
、
服
装
及

び
機
械
器
具
の
点
検
、
そ
し
て
、
ポ
ン
プ
操
法
が
順
次
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
地
区
緊
迫
す
る
中
で
、
普
段
通
り
で
き
た
り
、
思
う
よ
う
に

な
ら
な
か
っ
た
り
と
、
各
隊
様
々
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ン
プ

操
法
が
終
わ
る
と
、
健
闘
を
称
え
る
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
全
隊
の
ポ
ン
プ
操
法
終
了
後
、
防
火
の
誓
い
を
込
め
た
一
斉
放
水

が
行
わ
れ
、
水
柱
が
青
空
へ
と
威
勢
よ
く
上
が
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
上
田
子
島
自
衛
消
防
隊
が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。

　
な
お
、
大
会
結
果
と
勤
続
10
年
以
上
の
優
良
隊
員
表
彰
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◇
大
会
結
果

　
優
　
勝
　
上
田
子
島
自
衛
消
防
隊

　
準
優
勝
　
壱
ツ
屋
自
衛
消
防
隊

　
第
３
位
　
木
呂
場
自
衛
消
防
隊

　
敢
闘
賞
　
中
島
自
衛
消
防
隊

　
　
〃
　
　
三
反
田
自
衛
消
防
隊

　
　
〃
　
　
橘
自
衛
消
防
隊

◇
優
良
自
衛
消
防
隊
員
表
彰

　
中
山
　
鋭
規(
中
島)

　
小
嶋
　
　
学(
三
反
田)

　
北
田
　
　
守(
三
反
田)

　
塚
原
　
　
智(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　
中
村
　
　
豊(

下
先
出)

　
亀
田
　
智
典(

壱
ツ
屋)

　
西
尾
　
肇
治(

木
呂
場)

　
中
村
　
昭
夫(

橘)

　
池
田
　
太
洋(

橘)

　
久
北
　
　
学(

橘
新)

　
川
原
　
良
昭(

橘
新)

　
吉
岡
　
孝
悦(

橘
新)

　

優勝した上田子島自衛消防隊の皆さん
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女子優勝　橘チーム男子優勝　グリーンタウンチーム

大会結果
【男子】

【女子】

町制記念綱引選手権大会第26回
男子：グリーンタウン（２年連続）、女子：橘（２年連続）の優勝！男子：グリーンタウン（２年連続）、女子：橘（２年連続）の優勝！

　町制記念綱引選手権大会が６月14日に町
総合体育館で開催され、町内各地区より男女
合計39チーム、約900人の皆さんが参加し
ました。
　大会は、中村豊さん(山田先出)の選手宣誓
の後、男女とも４つのブロックに分かれて予
選リーグが行われ、８チームで決勝トーナメ
ントが行われました。
　制限時間いっぱいになる熱戦や、バランス
を崩して倒れるなど、各チームとも一戦一戦
全力で挑んでいました。試合後にはなかなか立ち上がれず、まさに
全力の戦いに会場からは大きな声援と拍手が送られました。
　選手の皆さん、本当にお疲れ様でした。

優　勝
準優勝
第３位
　〃

グリーンタウン
草深
上田子島
ひばりタウン

優　勝
準優勝
第３位
　〃

橘
グリーンタウン
草深
ひばりタウン
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６
月
１
日
に
、
野
村
文
子
さ
ん
（
木
呂

場
）
が
、
北
國
風
雪
賞
第
１
８
０
号
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
を
前
町
長
に
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

野
村
さ
ん
は
、
20
才
の
時
か
ら
加
賀
毛

針
の
製
造
に
携
わ
り
、
そ
の
正
確
無
比
な

技
術
で
、
伝
統
工
芸
を
永
く
支
え
て
こ
ら

れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
村
さ
ん
に
伺
う
と
、
針
に
糸
を
巻
く

作
業
は
１
個
に
15
分
程
か
か
り
、
そ
の
間

手
先
以
外
は
動
か
せ
ず
姿
勢
を
維
持
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
そ
う
で
、
１
ヶ
月
に
約

２
０
０
個
か
ら
３
０
０
個
製
作
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

６
月
10
日
か
ら
３
日
間
、
３
保
育
所
の

子
ど
も
達
が
起
震
車
で
地
震
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

体
験
前
は
笑
顔
だ
っ
た
子
ど
も
達
も
、

揺
れ
始
め
る
と
真
剣
な
表
情
で
テ
ー
ブ
ル

に
し
が
み
つ
い
て
い
ま
し
た
。
消
防
士
さ

ん
か
ら
、
本
当
の
地
震
の
時
は
タ
ン
ス
が

倒
れ
て
き
た
り
し
て
危
険
な
の
で
、
し
っ

か
り
机
の
下
に
隠
れ
る
よ
う
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
子
ど
も
達
に
は
、
地
震
の
揺

れ
を
経
験
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

５
月
30
日
に
、
㈱
ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
関
係
会
社
及
び
近
隣
事
業
所
の
皆
さ

ん
が
、「
川
北
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
題
し
、
町
内
の
広
範
囲
に
わ
た
り
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
18
回
目
と
な
る
こ
の
活
動
は
、

環
境
保
全
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
し
た
約
５
０
０
名
の
皆
さ
ん

は
数
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
町
内
の

主
要
幹
線
道
路
沿
い
や
堤
防
沿
い
の
、
空

き
缶
や
紙
く
ず
な
ど
を
拾
い
集
め
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

６
月
５
日
に
中
島
小
学
校
で
、「
人
権
の

花
」
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
人
権

擁
護
委
員
の
方
に
よ
る
人
権
に
つ
い
て
の

お
話
を
聞
い
た
あ
と
、「
人
権
の
花
」
と
し

て
サ
ル
ビ
ア
、
サ
フ
ィ
ニ
ア
な
ど
の
苗
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
鉛
筆

や
消
し
ゴ
ム
な
ど
が
贈
ら
れ
、
児
童
を
代

表
し
て
干
場
菜
々
子
さ
ん
（
サ
ン
ハ
イ
ム

中
島
）
が
、「
毎
日
の
水
や
り
を
通
し
て
、

優
し
い
心
も
一
緒
に
育
て
て
い
き
ま
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

人
権
の
花
は
、環
境
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
子
ど
も
た
ち
で
、
玄
関
前
の
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

優
し
い
心
を
育
も
う

〜
人
権
の
花
贈
呈
式
〜

技
を
磨
き
続
け
て
40
年

地
震
の
揺
れ
を
体
験

き
れ
い
な
町
で

心
も
き
れ
い
に
！
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川北まつり実行委員会　北國新聞社

　応募者は写真の裏に住所・氏名・電話番号・
写真の題名を明記のうえ、下記宛先に送付
して下さい。(１人何点でも可、写真のサイ
ズは四つ切りワイドまでで未発表の物に限
ります )
　なお、応募作品は返却いたしません。また、
入選作品の著作権は川北まつり実行委員会
に帰属します。

○締切り ８月 31日 ( 月 ) 必着

○発　表

○賞　名

○宛　先

○主　催

10 月上旬頃に北國新聞で発表すると
ともに各人に通知し、入選者には賞状
及び記念品を送付します。また、大会
長賞、北國新聞社長賞及び実行委員長
賞は 11 月３日の文化の日に表彰式を
行い、町文化センターに展示します。

大会長賞　　１点　北國新聞社長賞 １点
実行委員長賞 １点　佳作及び入選  　 数点

〒923-1295
能美郡川北町字壱ツ屋 174 番地
川北町役場産業経済課内
川北まつり実行委員会

川北まつり写真コンテスト“作品”募集!!川北まつり写真コンテスト“作品”募集!!

昨年の写真コンテスト　大会長賞作品

　

６
月
15
日
に
ス
ク
ー
ル
シ
ア
タ
ー
が
川

北
小
学
校
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内

３
小
学
校
の
４
〜
６
年
生
が
参
加
し
、
実

際
に
古
典
芸
能
の
箏
、
三
味
線
、
日
本
舞

踊
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

普
段
見
た
り
、
手
に
触
れ
た
り
す
る
こ

と
の
な
い
児
童
た
ち
も
多
く
、
い
つ
も
と

違
っ
た
教
養
を
感
じ
る
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
第
１
回
目
の
欅
光
学
級
が
６
月

12
日
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
約

１
５
０
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
今
年
度

の
生
涯
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

室
谷
教
育
長
の
開
講
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
元
民
放
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
竹
内
泰
子

さ
ん
が
「
長
寿
時
代
を
イ
キ
イ
キ
生
き
る
」

と
題
し
て
講
演
を
し
ま
し
た
。

　

両
親
や
そ
の
ま
た
両
親
と
、
誰
一
人
が

欠
け
て
も
成
立
し
な
い
と
い
う
奇
跡
に
つ

い
て
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
の
講
義

で
、
参
加
者
達
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
欅
光
学
級
は
来
年
３
月
ま
で
８

回
開
催
さ
れ
、
９
月
に
は
視
察
研
修
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
欅
光
学
級

が
ス
タ
ー
ト

古
典
芸
能
に
触
れ
る
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〜
手
取
の
火
ま
つ
り
〜

　

〜
手
取
の
火
ま
つ
り
〜

　

町
民
の
想
い
が

　カ
タ
チ
に
な
る
！

町
民
の
想
い
が

　カ
タ
チ
に
な
る
！

期
日

　８
月
１
日(

土)

会
場

　手
取
川

　
　
　簡
易
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

期
日

　８
月
１
日(

土)

会
場

　手
取
川

　
　
　簡
易
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

第
１
回
　
川
北
ま
つ
り
開
催 

大
か
が
り
火
高
さ
20
ｍ

第
２
回
　
中
田
さ
ん
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
始
ま
る

第
４
回
　
北
國
大
花
火
川
北
大
会
が
開
催
（
４
百
発
）

第
９
回
　
大
か
が
り
火
の
高
さ
を
当
時
の

　
　
　
　
人
口
に
あ
わ
せ
る
（
高
さ
４
５
．１
５
ｍ
）

第
15
回
　
町
制
20
周
年 

１
万
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る

第
25
回
　
町
制
30
周
年 

２
万
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る

第
26
回
　
大
か
が
り
火
の
高
さ
が
46
ｍ
と
な
る

昭
和
61
年

昭
和
62
年

平
成
元
年

平
成
６
年

平
成
12
年

平
成
22
年

平
成
23
年

　
県
内
は
も
と
よ
り
、全
国
に「
川
北
町
」を
発
信・Ｐ
Ｒ
で
き
る
ま
つ
り
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
準
備
か
ら
制
作
、
片
付
け
ま
で
、
全
町
民
の
協
力
、
参
加
を

い
た
だ
き
、
町
民
が
ひ
と
つ
に
な
れ
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
初
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行
う
の
か
、
ま
っ
た
く

手
探
り
の
状
態
で
し
た
。
各
地
区
、
各
地
域
の
ま
つ
り
を
参
考
に
見
て
回
り

ま
し
た
が
、
や
は
り
、
川
北
ら
し
い
ま
つ
り
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
先

人
達
が
水
害
か
ら
守
り
抜
い
た
豊
か
な
田
園
に
感
謝
し
、
伝
統
行
事
の
「
虫

送
り
」
を
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
火
ま
つ
り
」
を
行
お
う
と
、
失
敗
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
よ
う
や
く
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
ん
と
言
っ
て
も
第
１
回
の
川
北
ま
つ
り
で
す
。
全
て
が
試
行
錯
誤
で
し

た
。
資
材
調
達
か
ら
制
作
ま
で
一
心
不
乱
に
な
り
な
が
ら
、
す
べ
て
手
作
業

で
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
大
か
が
り
火
が
夜
空
に
大
き
く
真
っ
赤
に
燃

え
上
が
っ
た
時
は
、
最
高
の
味
わ
い
だ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
30
回
は
一
つ
の
節
目
で
あ
り
、
次
へ

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
通
過
点
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
す
ば
ら
し
い「
川
北
ま
つ
り
」

で
、
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
昭
和
61
年
に
産
声

を
あ
げ
た
川
北
ま
つ

り
、
大
か
が
り
火
の

高
さ
は
20
ｍ
で
し
た
。

大
か
が
り
火
の
制
作

は
、
30
人
で
８
時
間

か
け
て
組
み
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
時

の
催
し
は
大
声
コ
ン

テ
ス
ト
、
お
に
ぎ
り

早
食
い
競
争
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
観

客
者
数
は
１
万
人
で

し
た
。

　
８
月
第
１
土
曜
日

の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
大
か
が
り
火
の

高
さ
も
第
１
回
に
比

べ
２
倍
以
上
の
４
５
．

１
５
ｍ
と
高
く
な
り

ま
し
た
。
高
さ
は
、

当
時
の
人
口
に
あ
わ

せ
て
お
り
、
３
日
間

か
け
て
延
べ
６
０
０

人
が
汗
を
流
し
ま
し

た
。
ま
た
、
花
火
の

打
ち
上
げ
数
も
５
千

発
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
年
は
町
制
施

行
25
周
年
の
年
で
、

「
花
火
・
太
鼓
・
大

か
が
り
火
」
の
記
念

切
手
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
大
か
が
り
火

の
高
さ
は
第
10
回
と

同
じ
高
さ
で
、
花
火

の
打
ち
上
げ
数
は
１

万
２
千
発
と
２
倍
以

上
と
な
り
、
北
陸
を

代
表
す
る
ま
つ
り
と

な
り
ま
し
た
。

川北まつり　実行委員長
小野島　政孝さん（舟場島）

第
30
回

第
30
回川

北
ま
つ
り

川
北
ま
つ
り

　
川
北
ま
つ
り
は
、
豊
作
の
祈
り
を
込
め
た
伝
統
行
事
「
虫
送
り
」、

大
洪
水
の
犠
牲
者
の
御
霊
を
慰
め
る
「
送
り
火
」
の
再
現
に
よ
り
、

先
人
達
が
苦
闘
の
末
築
い
た
、
緑
豊
か
な
郷
土
に
生
ま
れ
た
喜
び
を

永
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
行
わ
れ
る
町
民
総
参
加
の
ま
つ
り
で
す
。

川
北
ま
つ
り
の
歩
み

第
１
回

第
9
回

第
20
回

川
北
ま
つ
り
で
の
主
な
催
し

川
北
ま
つ
り
で
の
主
な
催
し

　
　
30
回
目
の
ま
つ
り
に
向
け
て
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
川
北
ま
つ
り
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
？

　
　
第
１
回
の
開
催
の
時
に
苦
労
し
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
　
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

ま
つ
り
を
支
え
る
熱
き
男
た
ち

　30回という節目の川北まつ
り。今年は、例年の催しに加え、
光の祭典にふさわしいレーザー
光線による幻想的な空間へと皆
様をお連れします。川北の夜空
が、華やかな
光に包まれま
す。皆さん、ぜ
ひ当日会場で
お楽しみくだ
さい。

第 30回

会場での
お楽しみ
会場での
お楽しみ

特
集 

最
高
の
盛
り
上
が
り
へ
!! 

川
北
ま
つ
り
開
催
間
近
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〜
手
取
の
火
ま
つ
り
〜

　

〜
手
取
の
火
ま
つ
り
〜

　

町
民
の
想
い
が

　カ
タ
チ
に
な
る
！

町
民
の
想
い
が

　カ
タ
チ
に
な
る
！

期
日

　８
月
１
日(

土)

会
場

　手
取
川

　
　
　簡
易
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

期
日

　８
月
１
日(

土)

会
場

　手
取
川

　
　
　簡
易
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

第
１
回
　
川
北
ま
つ
り
開
催 

大
か
が
り
火
高
さ
20
ｍ

第
２
回
　
中
田
さ
ん
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
始
ま
る

第
４
回
　
北
國
大
花
火
川
北
大
会
が
開
催
（
４
百
発
）

第
９
回
　
大
か
が
り
火
の
高
さ
を
当
時
の

　
　
　
　
人
口
に
あ
わ
せ
る
（
高
さ
４
５
．１
５
ｍ
）

第
15
回
　
町
制
20
周
年 

１
万
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る

第
25
回
　
町
制
30
周
年 

２
万
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る

第
26
回
　
大
か
が
り
火
の
高
さ
が
46
ｍ
と
な
る

昭
和
61
年

昭
和
62
年

平
成
元
年

平
成
６
年

平
成
12
年

平
成
22
年

平
成
23
年

　
県
内
は
も
と
よ
り
、全
国
に「
川
北
町
」を
発
信・Ｐ
Ｒ
で
き
る
ま
つ
り
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
準
備
か
ら
制
作
、
片
付
け
ま
で
、
全
町
民
の
協
力
、
参
加
を

い
た
だ
き
、
町
民
が
ひ
と
つ
に
な
れ
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
初
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行
う
の
か
、
ま
っ
た
く

手
探
り
の
状
態
で
し
た
。
各
地
区
、
各
地
域
の
ま
つ
り
を
参
考
に
見
て
回
り

ま
し
た
が
、
や
は
り
、
川
北
ら
し
い
ま
つ
り
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
先

人
達
が
水
害
か
ら
守
り
抜
い
た
豊
か
な
田
園
に
感
謝
し
、
伝
統
行
事
の
「
虫

送
り
」
を
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
火
ま
つ
り
」
を
行
お
う
と
、
失
敗
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
よ
う
や
く
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
ん
と
言
っ
て
も
第
１
回
の
川
北
ま
つ
り
で
す
。
全
て
が
試
行
錯
誤
で
し

た
。
資
材
調
達
か
ら
制
作
ま
で
一
心
不
乱
に
な
り
な
が
ら
、
す
べ
て
手
作
業

で
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
大
か
が
り
火
が
夜
空
に
大
き
く
真
っ
赤
に
燃

え
上
が
っ
た
時
は
、
最
高
の
味
わ
い
だ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
30
回
は
一
つ
の
節
目
で
あ
り
、
次
へ

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
通
過
点
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
す
ば
ら
し
い「
川
北
ま
つ
り
」

で
、
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
昭
和
61
年
に
産
声

を
あ
げ
た
川
北
ま
つ

り
、
大
か
が
り
火
の

高
さ
は
20
ｍ
で
し
た
。

大
か
が
り
火
の
制
作

は
、
30
人
で
８
時
間

か
け
て
組
み
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
時

の
催
し
は
大
声
コ
ン

テ
ス
ト
、
お
に
ぎ
り

早
食
い
競
争
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
観

客
者
数
は
１
万
人
で

し
た
。

　
８
月
第
１
土
曜
日

の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
大
か
が
り
火
の

高
さ
も
第
１
回
に
比

べ
２
倍
以
上
の
４
５
．

１
５
ｍ
と
高
く
な
り

ま
し
た
。
高
さ
は
、

当
時
の
人
口
に
あ
わ

せ
て
お
り
、
３
日
間

か
け
て
延
べ
６
０
０

人
が
汗
を
流
し
ま
し

た
。
ま
た
、
花
火
の

打
ち
上
げ
数
も
５
千

発
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
年
は
町
制
施

行
25
周
年
の
年
で
、

「
花
火
・
太
鼓
・
大

か
が
り
火
」
の
記
念

切
手
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
大
か
が
り
火

の
高
さ
は
第
10
回
と

同
じ
高
さ
で
、
花
火

の
打
ち
上
げ
数
は
１

万
２
千
発
と
２
倍
以

上
と
な
り
、
北
陸
を

代
表
す
る
ま
つ
り
と

な
り
ま
し
た
。

川北まつり　実行委員長
小野島　政孝さん（舟場島）

第
30
回

第
30
回川

北
ま
つ
り

川
北
ま
つ
り

　
川
北
ま
つ
り
は
、
豊
作
の
祈
り
を
込
め
た
伝
統
行
事
「
虫
送
り
」、

大
洪
水
の
犠
牲
者
の
御
霊
を
慰
め
る
「
送
り
火
」
の
再
現
に
よ
り
、

先
人
達
が
苦
闘
の
末
築
い
た
、
緑
豊
か
な
郷
土
に
生
ま
れ
た
喜
び
を

永
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
行
わ
れ
る
町
民
総
参
加
の
ま
つ
り
で
す
。

川
北
ま
つ
り
の
歩
み

第
１
回

第
9
回

第
20
回

川
北
ま
つ
り
で
の
主
な
催
し

川
北
ま
つ
り
で
の
主
な
催
し

　
　
30
回
目
の
ま
つ
り
に
向
け
て
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
川
北
ま
つ
り
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
？

　
　
第
１
回
の
開
催
の
時
に
苦
労
し
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
　
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

ま
つ
り
を
支
え
る
熱
き
男
た
ち

　30回という節目の川北まつ
り。今年は、例年の催しに加え、
光の祭典にふさわしいレーザー
光線による幻想的な空間へと皆
様をお連れします。川北の夜空
が、華やかな
光に包まれま
す。皆さん、ぜ
ひ当日会場で
お楽しみくだ
さい。

第 30回

会場での
お楽しみ
会場での
お楽しみ

特
集 

最
高
の
盛
り
上
が
り
へ
!! 

川
北
ま
つ
り
開
催
間
近
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心
に
刻
む
大
切
な
日
に

心
に
刻
む
大
切
な
日
に

住
民
の
方
に

住
民
の
方
に

● 

気
分
は
「
ま
つ
り
」
一
色 

●

● 

気
分
は
「
ま
つ
り
」
一
色 

●

川北町在住９年
田中さん家族（グリーンタウン）

　
町
民
総
参
加
で
、
町
が
一
体
と
な
れ
る
大
事
な
ま
つ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
全
員
が
、安
全
に
無
事
故
で
作
業
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
上
で
、

組
み
あ
が
っ
た
時
の
、「
上
段
」、「
中
段
」、「
下
段
」
の
太
さ
や
、
支
え
の
杉

丸
太
の
位
置
な
ど
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
で
す
。

　
風
向
き
に
よ
っ
て
毎
年
燃
え
方
が
違
う
の
で
す
が
、
一
気
に
炎
が
か
け
上

が
り
、
大
か
が
り
火
が
夜
空
を
真
っ
赤
に
焦
が
す
よ
う
に
燃
え
、
無
数
の
火

の
粉
が
ふ
り
か
か
る
よ
う
に
落
ち
て
き
た
と
き
は
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
感

動
で
し
た
。

　
中
田
さ
ん
は
、
第
２
回
の
ま
つ
り
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
担
当
さ
れ
、
以
来
28
年
間
に
わ
た
り
「
川
北
ま
つ
り
」

の
ガ
イ
ド
役
と
し
て
盛
り
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
田
さ
ん
は
、
感
慨
深
げ
に
28
年
間
を
振
り
返
り
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
は
中
島
地
区
で
生
ま
れ
育
ち
、
手
取
川
と

い
え
ば
、
自
然
が
豊
か
で
、
穏
や
か
な
川
し
か
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
つ
り
を
通
し
て
、
先

人
達
は
暴
れ
川
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
恩
恵
を
受
け
、

手
取
川
と
共
に
生
き
て
き
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
川
北
ま
つ
り
に
関
わ
る
こ
と
で
、
生
ま

れ
育
っ
た
川
北
町
へ
、
少
し
で
も
恩
返
し
に
な
れ
ば
と

思
い
続
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
年
に
１
回
虫
送
り
太

鼓
や
、
大
か
が
り
火
を
肌
で
感
じ
、
ふ
る
さ
と
を
思
い

返
す
良
い
機
会
と
な
り
、
改
め
て
再
発

見
や
、
再
確
認
が
で
き
る
大
切
な
日
で

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
大
か
が
り
火
の

火
の
粉
が
飛
ん
で
き
て
、
帽
子
に
穴

が
あ
い
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
ね
。

　
川
北
町
の
人
達
に
は
、
今
後
も
こ

の
ま
つ
り
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
力

さ
れ
、
自
分
達
が
誇
れ
る
ま
つ
り
に

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
大
か
が
り
火
を
高
く
す
れ
ば
高
く
す
る
ほ
ど
、
作
業
は
難
し
く
時
間
も
か

か
り
ま
す
。

　
毎
年
の
よ
う
に
、
改
善
点
を
確
認
し
、
制
作
方
法
を
改
良
し
な
が
ら
、
よ

り
安
全
に
、
効
率
よ
く
制
作
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
外
目
か
ら
は

分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
（
笑
）。

　
そ
れ
で
も
、
日
本
一
の
高
さ
に
し
よ
う
と
い
う
皆
の
心
が
、
現
在
の
素
晴

ら
し
い
大
か
が
り
火
造
り
を
支
え
て
い
ま
す
。

大かがり火委員長
北　登志幸さん（橘）

司会進行
中田　紀子さん（能美市）

　
　
大
か
が
り
火
が
高
く
な
っ
た
時
に
苦
労
し
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
　
川
北
ま
つ
り
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
？

　
　
大
か
が
り
火
を
建
て
る
時
に
最
も
難
し
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

　
　
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　初
め
て
ま
つ
り
を
見
た
時
や

　ま
つ
り
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
？

　
町
外
に
住
ん
で
い
た
時
は
花
火

だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

引
越
し
て
か
ら
初
め
て
間
近
で
ス

テ
ー
ジ
を
見
た
り
、
た
く
さ
ん
の

屋
台
を
見
て
わ
く
わ
く
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
ア
パ
ー

ト
の
窓
か
ら
花
火
が
見
れ
た
こ
と

に
感
激
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ま
つ
り
の
思
い
出
は
、

長
男
が
５
才
の
時
に
初
め
て
父
と

２
人
で
送
り
火
に
参
加
し
た
こ
と

で
す
。
そ
の
時
の
長
男
の
嬉
し
そ

う
な
表
情
を
見
て
と
て
も
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
約
２
ヶ
月
前
か
ら
実
行
委
員
会
を
開
き
、
そ
の
他
各
種
団
体
の
方
な
ど
大
勢
の
人
達

が
準
備
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
つ
り
当
日
の
華
や
か
な
舞
台
の
裏
で
は
、

街
頭
交
通
推
進
隊
や
消
防
団
、
警
察
の
皆
さ
ん
が
、
交
通
整
理
や
警
備
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
陰
で
支
え
る
人
達
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
川
北
ま
つ
り
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
心
に
刻
み
、
後

世
に
伝
え
る
日
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
達
が
す
る
べ
き
こ
と
は
、
先
人
達
が
苦
闘
の
末
に
築
き
あ
げ
た
緑
豊
か

な
ま
ち
と
、
こ
の
川
北
ま
つ
り
を
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
日
は
〝
特
別
な
一
日
〞
と
思

え
る
存
在
で
す
。

　
川
北
町
に
住
む
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
特
に
思
う
日
で
す
。

　川
北
ま
つ
り
は
ど
の

　よ
う
な
存
在
で
す
か
？

● 

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る 

●

● 

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る 

●

　
ま
つ
り
に
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

皆
さ
ん
が
作
成
し
た

火
文
字
や
、
女
性
協

議
会
の
皆
さ
ん
が
踊

る
か
が
り
火
踊
り
、

壮
年
団
が
打
ち
鳴
ら

す
虫
送
り
太
鼓
な
ど

多
く
の
人
が
ま
つ
り

に
華
を
そ
え
ま
す
。

　
ま
つ
り
の
到
来
を
告
げ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
ぼ
ん
ぼ
り
、
行
燈
が
、
役
場
前
の
か

が
り
火
ロ
ー
ド
や
県
道
沿
い
に
、
７
月
中
旬
に
設
置
さ
れ
、
通
行
す
る
人
々
に
「
川

北
ま
つ
り
」
の
開
催
間
近
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ぼ
ん
ぼ
り
に
飾
ら
れ
て
い
る
絵
画
は
、
町
内
３
小
学
校
の
６
年
生
が
、
そ
れ

ぞ
れ
ま
つ
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
い
た
も
の
で
す
。

川
北
ま
つ
り
の
案
内
人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

突
 撃
突
 撃

特
集 

最
高
の
盛
り
上
が
り
へ
!! 

川
北
ま
つ
り
開
催
間
近

あ
ん
ど
ん
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心
に
刻
む
大
切
な
日
に

心
に
刻
む
大
切
な
日
に

住
民
の
方
に

住
民
の
方
に

● 

気
分
は
「
ま
つ
り
」
一
色 

●

● 

気
分
は
「
ま
つ
り
」
一
色 

●

川北町在住９年
田中さん家族（グリーンタウン）

　
町
民
総
参
加
で
、
町
が
一
体
と
な
れ
る
大
事
な
ま
つ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
全
員
が
、安
全
に
無
事
故
で
作
業
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
上
で
、

組
み
あ
が
っ
た
時
の
、「
上
段
」、「
中
段
」、「
下
段
」
の
太
さ
や
、
支
え
の
杉

丸
太
の
位
置
な
ど
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
で
す
。

　
風
向
き
に
よ
っ
て
毎
年
燃
え
方
が
違
う
の
で
す
が
、
一
気
に
炎
が
か
け
上

が
り
、
大
か
が
り
火
が
夜
空
を
真
っ
赤
に
焦
が
す
よ
う
に
燃
え
、
無
数
の
火

の
粉
が
ふ
り
か
か
る
よ
う
に
落
ち
て
き
た
と
き
は
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
感

動
で
し
た
。

　
中
田
さ
ん
は
、
第
２
回
の
ま
つ
り
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
担
当
さ
れ
、
以
来
28
年
間
に
わ
た
り
「
川
北
ま
つ
り
」

の
ガ
イ
ド
役
と
し
て
盛
り
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
田
さ
ん
は
、
感
慨
深
げ
に
28
年
間
を
振
り
返
り
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
は
中
島
地
区
で
生
ま
れ
育
ち
、
手
取
川
と

い
え
ば
、
自
然
が
豊
か
で
、
穏
や
か
な
川
し
か
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
つ
り
を
通
し
て
、
先

人
達
は
暴
れ
川
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
恩
恵
を
受
け
、

手
取
川
と
共
に
生
き
て
き
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
川
北
ま
つ
り
に
関
わ
る
こ
と
で
、
生
ま

れ
育
っ
た
川
北
町
へ
、
少
し
で
も
恩
返
し
に
な
れ
ば
と

思
い
続
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
年
に
１
回
虫
送
り
太

鼓
や
、
大
か
が
り
火
を
肌
で
感
じ
、
ふ
る
さ
と
を
思
い

返
す
良
い
機
会
と
な
り
、
改
め
て
再
発

見
や
、
再
確
認
が
で
き
る
大
切
な
日
で

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
大
か
が
り
火
の

火
の
粉
が
飛
ん
で
き
て
、
帽
子
に
穴

が
あ
い
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
ね
。

　
川
北
町
の
人
達
に
は
、
今
後
も
こ

の
ま
つ
り
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
力

さ
れ
、
自
分
達
が
誇
れ
る
ま
つ
り
に

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
大
か
が
り
火
を
高
く
す
れ
ば
高
く
す
る
ほ
ど
、
作
業
は
難
し
く
時
間
も
か

か
り
ま
す
。

　
毎
年
の
よ
う
に
、
改
善
点
を
確
認
し
、
制
作
方
法
を
改
良
し
な
が
ら
、
よ

り
安
全
に
、
効
率
よ
く
制
作
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
外
目
か
ら
は

分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
（
笑
）。

　
そ
れ
で
も
、
日
本
一
の
高
さ
に
し
よ
う
と
い
う
皆
の
心
が
、
現
在
の
素
晴

ら
し
い
大
か
が
り
火
造
り
を
支
え
て
い
ま
す
。

大かがり火委員長
北　登志幸さん（橘）

司会進行
中田　紀子さん（能美市）

　
　
大
か
が
り
火
が
高
く
な
っ
た
時
に
苦
労
し
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　
　
川
北
ま
つ
り
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
す
か
？

　
　
大
か
が
り
火
を
建
て
る
時
に
最
も
難
し
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
？

　
　
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　初
め
て
ま
つ
り
を
見
た
時
や

　ま
つ
り
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
？

　
町
外
に
住
ん
で
い
た
時
は
花
火

だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

引
越
し
て
か
ら
初
め
て
間
近
で
ス

テ
ー
ジ
を
見
た
り
、
た
く
さ
ん
の

屋
台
を
見
て
わ
く
わ
く
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
ア
パ
ー

ト
の
窓
か
ら
花
火
が
見
れ
た
こ
と

に
感
激
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ま
つ
り
の
思
い
出
は
、

長
男
が
５
才
の
時
に
初
め
て
父
と

２
人
で
送
り
火
に
参
加
し
た
こ
と

で
す
。
そ
の
時
の
長
男
の
嬉
し
そ

う
な
表
情
を
見
て
と
て
も
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
約
２
ヶ
月
前
か
ら
実
行
委
員
会
を
開
き
、
そ
の
他
各
種
団
体
の
方
な
ど
大
勢
の
人
達

が
準
備
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
つ
り
当
日
の
華
や
か
な
舞
台
の
裏
で
は
、

街
頭
交
通
推
進
隊
や
消
防
団
、
警
察
の
皆
さ
ん
が
、
交
通
整
理
や
警
備
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
陰
で
支
え
る
人
達
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
川
北
ま
つ
り
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
心
に
刻
み
、
後

世
に
伝
え
る
日
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
達
が
す
る
べ
き
こ
と
は
、
先
人
達
が
苦
闘
の
末
に
築
き
あ
げ
た
緑
豊
か

な
ま
ち
と
、
こ
の
川
北
ま
つ
り
を
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
日
は
〝
特
別
な
一
日
〞
と
思

え
る
存
在
で
す
。

　
川
北
町
に
住
む
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
特
に
思
う
日
で
す
。

　川
北
ま
つ
り
は
ど
の

　よ
う
な
存
在
で
す
か
？

● 

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る 
●

● 

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る 
●

　
ま
つ
り
に
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

皆
さ
ん
が
作
成
し
た

火
文
字
や
、
女
性
協

議
会
の
皆
さ
ん
が
踊

る
か
が
り
火
踊
り
、

壮
年
団
が
打
ち
鳴
ら

す
虫
送
り
太
鼓
な
ど

多
く
の
人
が
ま
つ
り

に
華
を
そ
え
ま
す
。

　
ま
つ
り
の
到
来
を
告
げ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
ぼ
ん
ぼ
り
、
行
燈
が
、
役
場
前
の
か

が
り
火
ロ
ー
ド
や
県
道
沿
い
に
、
７
月
中
旬
に
設
置
さ
れ
、
通
行
す
る
人
々
に
「
川

北
ま
つ
り
」
の
開
催
間
近
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ぼ
ん
ぼ
り
に
飾
ら
れ
て
い
る
絵
画
は
、
町
内
３
小
学
校
の
６
年
生
が
、
そ
れ

ぞ
れ
ま
つ
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
い
た
も
の
で
す
。

川
北
ま
つ
り
の
案
内
人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

突
 撃
突
 撃

特
集 

最
高
の
盛
り
上
が
り
へ
!! 

川
北
ま
つ
り
開
催
間
近

あ
ん
ど
ん
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●問合せ先
川北まつり実行委員会（役場産業経済課内）☎（２７７）１１１１  有線２０６１
日程や駐車場・臨時交通規制については、チラシまたは町ホームページをご覧下さい。

●川北まつり全体日程●●川北まつり全体日程●

クリーンアップ川北 ごみの持ち帰り運動にご協力をお願いします。

期日

会場

　北陸最大級のお祭り「川北まつり」が８月１日（土）に開催
されます。
　今年は30回記念として、「ライティングショー」の特別企画
が催されます。
　当日は、臨時交通規制や、会場へとつながる農道の出入り口
にはバリケードを設置している箇所があります。
　町民の皆さんが主役となり、川北まつりが大いに盛り上がる
ようご協力をお願い致します。

手取川簡易グラウンド
８月１日(土)

鮎のつかみどり 午後１時～午後２時30分
（場所：川北町コミュニティー＆スポーツ公園じゃぶじゃぶ池）

※鮎がいなくなり
　次第終了します

バザー
音と光の祭典

午後３時～午後９時30分

午後５時25分～午後９時30分

第30回 川北まつり川北まつり
～手取の火まつり～

メイン
イベント

花火が
夏の夜空を
彩ります!!

花火が
夏の夜空を
彩ります!!

音と光の祭典日程（予定）音と光の祭典日程（予定）
302010

21：00
5040302010

20：00
504030201018：5030

18：00
17：30

17：25 19：00

火文字

ステージ

ステージ
周辺

花　火

太鼓の競演
３グループ

(ＡＢＣ)×４分間

かがり火
踊り

太
鼓
乱
打 

５
分
間

送
り
火
集
合
完
了

各
地
区
送
り
火・虫
送
り

太
鼓
出
発

　（
の
ろ
し
の
合
図
）

川
倉
の
火
　
点
火

ス
タ
ー
マ
イ
ン
打
ち
上
げ

大
か
が
り
火
点
火

全
日
程
終
了

太
鼓
乱
打 

３
分
間

各地区送り火・
虫送り太鼓　入場

会場送り火  出発

大
か
が
り
火

川倉の火
ライティングショー

手取亢龍太鼓和太鼓フェスィテバル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー

開
　
　
　
会

第1部 第2部
北国大花火川北大会
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優　

勝　

染
谷　

柊
真(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　

準
優
勝　

斉
藤　

沙
桜(

サ
ン
ハ
イ
ム
川
北)

　

第
３
位　

中
村　

沙
英(

下
先
出)

☆
オ
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ス

　

優　

勝　

野
口　

歩
夢(

下
田
子
島)

　

第
３
位　

橋
本　

夏
凛(

け
や
き
タ
ウ
ン)

■
川
北
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
（
５
／
22　

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

　

優　

勝　

紅
富
有
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
大
寺
恒
雄
、
吉
田
重
雄
、
南　

鉄
雄
、

　
　
　
　
　
　

寺
岡
繁
雄
、
入
場
光
春
）

　

準
優
勝　

な
で
し
こ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
作
田
梅
子
、
西
田
義
雄
、
宮
島
六
郎
、

　
　
　
　
　
　

日
向
久
尚
、
中
田
紀
美
）

■
川
北
町
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
５
／
23　

白
山
市
）

　

優　

勝　

舟
田　

君
栄(

上
田
子
島)

　

準
優
勝　

澤
田　

一
次(

橘
新)

　

第
３
位　

澤
田　

一
秋(

上
田
子
島)

　

第
４
位　

舟
田　
　

宏(

草
深)

　

第
５
位　

茂
藤　

健
治(

下
先
出)

　

新
人
賞　

西　

外
喜
夫(

壱
ツ
屋)

■
能
美
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
（
５
／
23　

能
美
市
）

☆
総
合
成
績

　

男
子
総
合
２
位
、
女
子
総
合
１
位

☆
男
子
の
部

　

８
０
０
ｍ	

第
２
位　

澤
田　

優
誠(

下
田
子
島)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

	

第
３
位　

奥
村
孝
太
郎(

橘)

　

３
０
０
０
ｍ	

第
３
位　

苗
代　

信
輝(

草
深)

　
4
×
１
０
０
ｍ
R	

第
１
位　

野
崎
冬
愛
、
太
田
郁
弥
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東　

亮
太
、
武
田
瑞
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

　

走
高
跳	

第
１
位　

野
崎　

冬
愛(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

　

走
幅
跳	

第
２
位　

太
田　

郁
弥(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

	

第
３
位　

川
北　

哲
司(

木
呂
場)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

　

砲
丸
投	

第
２
位　

能
村
飛
雄
河(

木
呂
場)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

　
低
学
年
１
０
０
ｍ	

第
１
位　

武
田　

瑞
生(

サ
ン
ハ
イ
ム
橘)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

☆
女
子
の
部

　

１
０
０
ｍ	

第
１
位　

遠
塚
谷
未
悠(

木
呂
場)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

	

第
２
位　

伊
藤　

梨
彩(

な
で
し
こ
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

　

２
０
０
ｍ	

第
１
位　

亀
田　

早
彩(

中
島)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

	

第
２
位　

遠
塚
谷
未
悠(

木
呂
場)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

　

１
５
０
０
ｍ	

第
３
位　

小
林　

優
奈(

な
で
し
こ
タ
ウ
ン)

　
4
×
１
０
０
ｍ
R	

第
１
位　

亀
田
早
彩
、
伊
藤
梨
彩
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西
田
奈
央
、
遠
塚
谷
未
悠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

　

走
幅
跳	

第
３
位　

伊
藤　

梨
彩(

な
で
し
こ
タ
ウ
ン)

　

砲
丸
投	

第
１
位　

奥
山
実
果
子(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

　
低
学
年
１
０
０
ｍ	

第
１
位　

西
田　

奈
央(

橘
新)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

■
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
テ
ニ
ス
大
会

　
（
４
／
４　

能
美
市
）

☆
Ｕ–
14
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
ベ
ス
ト
16　

田
中　

佳
輝(

朝
日)

☆
Ｕ–

14
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

準
優
勝　

岩
山　

南
美(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

☆
Ｕ–

12
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
ベ
ス
ト
16　

樋
口
さ
く
ら(
サ
ン
ハ
イ
ム
川
北)

　
　

〃　
　

鵜
川　

紅
葉(
ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

■
石
川
県
小
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
（
４
／
11　

金
沢
市
）

☆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
ベ
ス
ト
16　

西
尾　

春
香(

木
呂
場)

■
石
川
県
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
（
４
／
18
〜
29　

金
沢
市
）

☆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

第
３
位　

岩
山　

南
美(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

☆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

第
３
位　

岩
山
・
永
井
ペ
ア

■
マ
ナ
ー
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
大
会
in
小
松

　
（
５
／
３　

小
松
市
）

☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス

　

ベ
ス
ト
８　

中
村　

世
那(

下
先
出)

☆
セ
レ
ク
ト
ク
ラ
ス

　

第
３
位　
　

鵜
川　

紅
葉(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

■
レ
ッ
ド
／
オ
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

石
川
県
テ
ニ
ス
大
会
（
５
／
９　

金
沢
市
）

☆
レ
ッ
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ス
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準
々
決
勝　

３
︱
０　

辰
口
武
道
館

　
　
　
　
　

準
決
勝　

１
︱
０　

大
聖
寺
少
剣

　
　
　
　
　

決　

勝　

３
︱
２　

剣
正
会(

小
松)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
大
会
出
場
）

☆
個
人
戦　

小
学
生
男
子
の
部

　
ベ
ス
ト
８　

角　
　

惇
生(

草
深)

（
全
国
大
会
出
場
）

　
　

〃　
　

末
政　

尚
志(

中
島)

（
全
国
大
会
出
場
）

■
わ
ん
ぱ
く
相
撲
こ
ま
つ
場
所
（
５
／
31　

小
松
市
）

☆
個
人
戦

　

１
年
生　

優　

勝　

門
田　

育
知(

下
田
子
島)

　

３
年
生　

優　

勝　

木
原　

康
生(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

　

６
年
生　

優　

勝　

坂
髙　

健
太(

な
で
し
こ
タ
ウ
ン)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
大
会
出
場
）

■�

川
北
町
陸
上
競
技
大
会
兼
石
川
県
小
学
生

陸
上
競
技
大
会
能
美
郡
予
選
会

　
（
５
／
31　

川
北
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

☆
５
年
生
男
子
１
０
０
ｍ

　

優　

勝　

工
藤
蒼
志
郎(

サ
ン
ハ
イ
ム
中
島)

　

第
２
位　

清
水　

翔
音(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

　

第
３
位　

早
瀬　

嵩
良(

中
島)

☆
５
年
生
女
子
１
０
０
ｍ

　

優　

勝　

向
井　

美
葵(

中
島)

　

第
２
位　

㟢
田　

梨
聖(
橘)

　

第
３
位　

助
田　

佳
蓮(
け
や
き
タ
ウ
ン)

☆
６
年
生
男
子
１
０
０
ｍ

　

優　

勝　

佐
々
木
奈
琉(

草
深)

　

第
２
位　

亀
田　

晃
弥(

壱
ツ
屋)

　

第
３
位　

玉
井　
　

慶(

与
九
郎
島)

☆
６
年
生
女
子
１
０
０
ｍ

　

優　

勝　

善
田　

暖
乃(

サ
ン
ハ
イ
ム
川
北)

　

第
２
位　

鵜
川　

紅
葉(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　

低
学
年
１
０
０
ｍ	

第
３
位　

亀
田　

早
彩(

中
島)

　

低
学
年
走
幅
跳	

第
２
位　

西
田　

奈
央(

橘
新)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
大
会
出
場
）

■
石
川
県
民
ス
ポ
・
レ
ク
祭
マ
ス
タ
ー
ズ 

陸
上
競
技

　
（
５
／
24　

能
美
市
）

☆
Ｍ
70　

２
０
０
ｍ　

優　

勝　

☆
Ｍ
70　

４
０
０
ｍ　

優　

勝　

安
田　

賢
次(

壱
ツ
屋)

☆
Ｍ
70　

８
０
０
ｍ　

優　

勝

☆
Ｍ
45　

円
盤
投　
　

優　

勝　

奥
村　

栄
一(

橘)

☆
Ｍ
45　

や
り
投　
　

優　

勝　

■
町
囲
碁
大
会
（
５
／
27　

百
寿
会
館
）

　

優　

勝　

小
田　

佳
則(

能
美
市)

　

第
２
位　

米
田　

峰
夫(

橘)

　

第
３
位　

西
田　

一
郎(

橘)

■
北
信
越
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
（
５
／
30　

福
井
県
）

☆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

岩
山　

南
美(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)　

５
︱
８　

田
畑(

富
山
呉
羽
中)

☆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
８　

岩
山
・
永
井
ペ
ア

■
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
石
川
県
予
選
兼
全
国
道
場

　

少
年
剣
道
選
手
権
大
会
石
川
県
予
選

　
（
５
／
31　

町
総
合
体
育
館
）

☆
団
体
戦　

中
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　

深
武
館

　
　
　
　
　
（
徳
山
慶
紀
、
安
澤
幸
輔
、
佐
野
成
都
、　　

　
　
　
　
　

  

森
崎
龍
勇
、
供
田
崇
弘
）

　
　
　
　
　

１
回
戦　

５
︱
０　

游
神
館(

金
沢)

　
　
　
　
　

２
回
戦　

３
︱
０　

内
灘
武
道
館

　

第
３
位　

樋
口
さ
く
ら(

サ
ン
ハ
イ
ム
川
北)

☆
男
子
１
０
０
０
ｍ

　

優　

勝　

坂
井　

亮
太(

壱
ツ
屋)

　

第
２
位　

宮
川　

雄
大(

木
呂
場)

　

第
３
位　

青
木　

充
慶(

木
呂
場)

☆
女
子
１
０
０
０
ｍ

　

優　

勝　

大
坪　

明
鈴(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　

第
２
位　

吉
田　

愛
香(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

　

第
３
位　

中
島　

万
凛(

壱
ツ
屋)

☆
男
子
走
幅
跳

　

優　

勝　

佐
々
木
奈
琉(

草
深)

　

第
２
位　

奥
村
愼
太
郎(

橘)

　

第
３
位　

亀
田　

晃
弥(

壱
ツ
屋)

☆
女
子
走
幅
跳

　

優　

勝　

善
田　

暖
乃(

サ
ン
ハ
イ
ム
川
北)

　

第
２
位　

向
井　

美
葵(

中
島)

　

第
３
位　

小
島　

千
怜(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

☆
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

　

優　

勝　

新
井　

太
智(

木
呂
場)

　

第
２
位　

清
水　

翔
音(

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン)

　

第
３
位　

深
堀　

修
太(

草
深)

☆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

　

優　

勝　

本
野　

真
苗(

木
呂
場)

　

第
２
位　

干
場
菜
々
子(

サ
ン
ハ
イ
ム
中
島)

　

第
３
位　

大
坪　

明
鈴(

け
や
き
タ
ウ
ン)
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｢

が
ん
ば
る
み
ん
な
を
応
援
し
ま
す｣

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
成
績
を
掲
載
し
、
今
後
の

活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
・
連
絡
先

   

総
務
課 

℡
（
２
７
７
）１
１
１
１　

有
線 

２
０
３
１
ま
で

川
北
町
文
化
関
係
展
示
協
力
会

左
記
の
と
お
り
川
北
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階
で
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
～
７
月
30
日　

短
歌
、
絵
手
紙

■
能
美
中
学
校
相
撲
大
会
（
６
／
５　

能
美
市
）

☆
団
体
１
年
生
の
部

　

川
北
中
（
南　

薫
仁
、
弘
灰
慶
樹
、
堀
田　

道
）

　
　

〃　
　

１
︱
２　

辰
口
中

　
　

〃　
　

３
︱
０　

根
上
中

　
　

〃　
　

０
︱
３　

寺
井
中

　
　
　
　
（
第
２
位
）

☆
団
体
２
年
生
の
部

　

川
北
中
（
南　

佑
星
、
宮
森
大
貴
、
田
前
宏
武
）

　
　

〃　
　

３
︱
０　

根
上
中

　
　

〃　
　

３
︱
０　

寺
井
中

　
　

〃　
　

３
︱
０　

辰
口
中

　
　
　
　
（
優　

勝
）

☆
個
人
１
年
生
の
部

　

第
３
位　

芳
田　

大
季(

橘
新)

　

第
３
位　

東　
　

亮
太(

上
田
子
島)

■
石
川
マ
ス
タ
ー
ズ
混
成
陸
上
競
技
選
手
権

　
（
６
／
６　

金
沢
市
）

☆
ス
プ
リ
ン
ト
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
（
１
０
０
ｍ
、
２
０
０
ｍ
、
４
０
０
ｍ
）

　

優　

勝　

Ｍ
70　

安
田　

賢
次(

壱
ツ
屋)

■
能
美
郡
市
剣
道
大
会（
一
般
）（
６
／
７　

能
美
市
）

☆
団
体
戦

　

優　

勝　

川
北
町
（
上
本
、
本
多
、
作
田
）

☆
個
人
戦

　

優　

勝　

本
多　

拓
真(

上
田
子
島)

　

第
２
位　

作
田　

忠
康(

橘)

　

第
３
位　

上
本　

英
樹(

与
九
郎
島)

■
能
美
市
卓
球
選
手
権
（
オ
ー
プ
ン
大
会
）

　
（
６
／
７　

能
美
市
）

☆
一
般
の
部
女
子
団
体

　

第
３
位　

川
北
中
Ａ

☆
一
般
の
部
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

第
２
位　

三
島
麻
綸
・
小
川
瑠
夏
ペ
ア

　

第
３
位　

内
記
雪
乃
・
吉
田
詩
衣
菜
ペ
ア

☆
中
学
の
部
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

第
３
位　

大
寺
恒
史
郎(

中
島)

　
　

〃　
　

弘
灰　

慶
樹(

な
で
し
こ
タ
ウ
ン)

☆
中
学
の
部
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

優　

勝　

吉
田
詩
衣
菜(

橘
新)

　

第
２
位　

内
記　

雪
乃(

な
で
し
こ
タ
ウ
ン)

　

第
３
位　

堂
七　

美
咲(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　
　

〃　
　

水
谷
内
瑠
夏(

ひ
ば
り
タ
ウ
ン)

☆
小
学
生
の
部
男
女
混
合
シ
ン
グ
ル
ス

　

第
２
位　

西
田　

有
翔(

藤
蔵)

　

第
３
位　

岩
本
明
優
奈(

け
や
き
タ
ウ
ン)

　
　

〃　
　

小
川　

聖
矢(

な
で
し
こ
タ
ウ
ン)

■
川
北
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
６
／
13　

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
）

☆
総
合
の
部

　

優　

勝　

室
谷
久
美
夫(

与
九
郎
島)

☆
男
子
の
部

　

第
１
位　

北
村　

卓
雄(
橘)

　

第
２
位　

藤
田　

照
男(

下
先
出)

　

第
３
位　

茂
藤　
　

寛(

下
先
出)

　

第
４
位　

吉
田　

政
敏(

橘
新)

　

第
５
位　

元
谷　

重
朗(

壱
ツ
屋)

　

第
６
位　

澤
田　

一
次(

橘
新)

☆
女
子
の
部

　

第
１
位　

舟
田　

君
栄(

上
田
子
島)

　

第
２
位　

茂
藤　

洋
子(

下
先
出)

　

第
３
位　

作
田　

梅
子(

三
反
田)

　

第
４
位　

西
田
み
き
子(

三
反
田)

　

第
５
位　

田
中
百
合
子(

朝
日)

　

第
６
位　

南　
　

武
子(

上
田
子
島)

■
九
谷
茶
碗
ま
つ
り
と
中
日
フ
ォ
ト
メ
イ
ツ
撮
影
会

　

佳　

作　

藤
田　

六
朗(

中
島)

■
石
川
県
水
墨
画
協
会
公
募
展

　

奨
励
賞　
　

吉
岡
美
津
子(

中
島)

　

会
員
入
選　

北
本　

節
子(

壱
ツ
屋)

　
　

〃　
　
　

番
匠　

茂
代(

朝
日)

　
　

〃　
　
　

番
匠　

風
遊(

朝
日)

　

一
般
入
選　

小
島　

典
子(

三
反
田)

　

役
員
出
品　

高
鍬　

風
岳(

中
島)

■
ゆ
ー
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
５
美
術
展

　

銅　

賞　
　

堀　
　

正
博(

下
土
室)
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▽
日
時　

８
月
６
日(

木)

　
　
　
　

午
前
８
時
50
分
集
合

(

午
後
４
時
20
分
頃
解
散)

▽
集
合
場
所　

南
加
賀
公
設
地
方
卸
売
市
場

　
　
　
　
　
　

(

小
松
市
本
江
町)

▽�

行
程(

予
定)　

公
設
市
場
～
工
芸
の

館(

木
地
挽
ろ
く
ろ
実
演
の
見
学)

～

山
ぼ
う
し
（
親
子
そ
ば
打
ち
体
験
・
昼

食
）
～
雪
の
科
学
館
～
み
ょ
っ
さ
（
親

子
三
味
線
体
験
）
～
公
設
市
場
（
解
散
）

▽�

対
象　

南
加
賀
圏
域
内
に
住
む
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
30
名

▽�

参
加
費　

一
人
１
，５
０
０
円(

施
設

入
場
料
、
昼
食
代
な
ど)

▽�

申
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
で
住
所
、
氏
名

(

保
護
者
、児
童)

、年
齢
、学
校
名
学
年
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
事
務
組
合
に

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

▽�

締
切
り　

７
月
18
日(

土)

消
印
有
効
、

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

▽�

決
定
通
知　

７
月
24
日(

金)

ま
で
に

本
人
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

▽�

受
入
期
間　

８
月
20
日
（
木
）
午
後
～

23
日
（
日
）
午
前
ま
で
（
３
泊
４
日
）

▽
留
学
生
受
入
人
員　

６
名

▽
募
集
締
切　

７
月
６
日(

月)

ま
で

▽
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

南
加
賀
ふ
る
さ
と
探
訪
ツ
ア
ー

　

南
加
賀
広
域
圏
事
務
組
合
で
は
、｢

南

加
賀
ふ
る
さ
と
探
訪
ツ
ア
ー｣

を
実
施
し

ま
す
。
今
回
は
そ
ば
打
ち
や
三
味
線
に
挑

戦
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
親
子
で
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先　

石
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
６
（
２
３
４
）
１
１
５
１

ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
!!

　

真
夏
の
国
際
交
流
の
祭
典
「
ジ
ャ
パ
ン

テ
ン
ト
」
が
今
年
も
県
内
全
域
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

日
本
の
大
学
で
学
ん
で
い
る
世
界
各
国

の
留
学
生
を
家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
て

い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
留
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は
日

本
語
を
話
せ
ま
す
。
立
派
な
部
屋
は
い
り

ま
せ
ん
。
洋
式
ト
イ
レ
が
な
く
て
も
大
丈

夫
で
す
。
特
別
な
料
理
や
ベ
ッ
ド
も
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
の
生
活
の
中
で
の『
ふ

れ
あ
い
』
が
あ
れ
ば
十
分
で
す
。
こ
の
夏
、

世
界
の
友
達
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旅
行
商
品
券
は
完
売
し
ま
し
た

　

小
松
羽
田
便
を
利
用
し
た
旅
行
に
使
え

る
旅
行
商
品
券
が
、
６
月
23
日
を
も
っ
て

完
売
致
し
ま
し
た
。

▽
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課

　
（
２
７
７
）
１
１
１
１　

有
線
２
３
０
１

　

又
は
小
松
空
港
協
議
会

　

☎
０
７
６
（
２
７
７
）
１
３
３
７

福
祉
・
介
護
の
し
ご
と
出
張
相
談

　

福
祉
の
仕
事
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

い
方
、
興
味
の
あ
る
方
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
す
。
あ
な
た
の
疑
問
・
質
問

に
個
別
相
談
で
お
応
え
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
松
３
階
会
議
室

▽�

相
談
内
容　

仕
事
の
内
容
、
必
要
な
資

格
、
職
場
体
験
を
し
て
み
た
い
な
ど

お
知
ら
せ

役場へのお問合せは…
 ☎   ２７７－１１１１㈹
FAX  ２７７－２５８４
◇有　線
総　務　課…２０３１
　　　　　…２０２１
税　務　課…２０５２
住　民　課…２０７１
福　祉　課…２３００
産業経済課…２０６１
土　木　課…２０４１
出　納　室…２０５１
教育委員会…２１１１
議会事務局…２０８１

今月の納税
固定資産税　第２期

国民健康保険税

（普通徴収）第２期

介護保険料

（普通徴収）第１期

後期高齢者医療保険料

（普通徴収）第４期

佐々木外喜男さん
(橘)

30万円　福祉事業へ

寄付お礼（敬称略）寄付お礼（敬称略）

募
　
集
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▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

南
加
賀
広
域
圏
事
務
組
合

　

〒
９
２
３-

０
８
４
１

　

小
松
市
本
江
町
ホ
１
番
地

　

☎
０
７
６
１(
２
４)

５
３
５
３

県
政
学
習
バ
ス
参
加
者
募
集

　

石
川
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
に
県
政
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
県
政
学
習
バ
ス

（
個
人
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象　

川
北
町
に
お
住
い
の
成
人
男
女
。

▽
運
航
日　

９
月
〜
11
月（
年
４
回
）（
日
帰
り
）

▽
定
員　

各
コ
ー
ス
４
人

　
　
　
　
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
）

▽
参
加
費
用　

コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す

▽
受
付
期
間　

８
月
６
日（
木
）〜
８
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
（
往
復
は
が
き
で
の
申
込
み
が
必
要
）

　

※�

運
行
日
、
運
行
コ
ー
ス
な
ど
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先　

石
川
県
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
１
３
７
８

福
祉
の
し
ご
と
職
場
体
験

希
望
者
募
集

　

福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
就
職
に
関
心
が

あ
る
方
に
、
実
際
の
職
場
の
雰
囲
気
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
知
る
こ
と
で
自
身
の
適

性
、
仕
事
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
県
内
の
高
齢
者
、
障
害
者
、

児
童
関
連
の
社
会
福
祉
施
設
の
御
協
力
を

得
て
職
場
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽�

対
象　

福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
就
職
に

関
心
が
あ
る
高
校
生
以
上
の
方
（
福
祉

資
格
、
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

▽�

体
験
場
所　

県
内
の
受
入
施
設
と
し
て

登
録
を
行
っ
た
施
設

▽�

体
験
期
間　

１
人
最
大
３
日
間
ま
で

（
高
校
生
は
２
日
間
ま
で
）

▽�

募
集
期
間　

平
成
28
年
２
月
ま
で
随
時

（
定
員
に
達
し
次
第
申
込
受
付
を
終
了

し
ま
す
）

▽�
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
及
び
誓
約

書
、
希
望
施
設
を
選
択
し
石
川
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い

▽
問
合
せ
先　

石
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
６
（
２
３
４
）
１
１
５
１

　

※�

体
験
申
込
書
、
誓
約
書
、
受
入
施
設
一

覧
は
、
石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　

http://w
w
w
.isk-shakyo.or.jp/

手取郷広域事務
組合業務職員募集

▽採用予定人数
　１人
▽応募資格
　昭和 40年４月２日以降に生まれた人
▽申込方法
　�市販の履歴書に必要事項を記入のうえ、手取郷広
域事務組合（浜町タ 158 番地 26）へ持参してく
ださい
▽受　　付
　月曜日〜金曜日　午前９時〜午後４時
▽申込期限
　８月 14日（金）まで
▽問合せ先
　手取郷広域事務組合
　☎０７６１（５５）５４４５

○ 川北町相撲大会開催 !! ○
　町内３小学校の児童達がぶつかりあう相撲大会が開
催されます。
日　　時　７月12日（日）　午後１時 30 分〜
場　　所　川北町民相撲場
試合内容　○団体戦　町内３小学校対抗（リーグ戦）
　　　　　○個人戦　男・女学年別（１年生〜６年生）
　　　　　○わんぱく相撲（小学校５年生）
　　　　　○はな相撲（１、２年生と保育所児）
申込締切　７月３日（金）
問合せ先　町相撲連盟事務局　西田　　稔
携　　帯　０９０−３２９１−９４４７
　　※大勢の方の参加・応援をお待ちしております。

　手取郷広域事務組合では、平成28
年度の業務職員の募集を行います。
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石川県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

◎平成 27年度の新しい保険証（青色）を7月中頃から簡易書留でお送りします。

①封筒

石川県後期高齢者医療広域連合　　電話（076）223-0140
川北町役場住民課　　　　　　　　電話（076）277-1111　有線　2071

新しい保険証の送付について

保険料額決定通知書などの送付について

限度額適用・標準負担額減額認定証の申請について

・使用できるのは平成 27年 8月1日からです。
・現在お持ちの保険証は、平成 27年 7月31日で期限切れとなります。
　（平成 27年 8月1日以降ご使用になれませんので、ご自身で廃棄してください。）

◎医療機関での一部負担金割合（1割又は3割）は、前年中の所得をもとに決定されます。
②保険証

◎7月中頃から、平成 27年度の保険料額決定通知書などを送付します。

◎世帯全員が住民税非課税の場合は、療養を受けたときの自己負担限度額や食事
代などが軽減されます。該当する方には、申請により「限度額適用・標準負担額
減額認定証」を交付しますので役場住民課までお申し出ください。
　なお、現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちで、8月以降も認定要件にあてはまる方には、
保険証と一緒に新たな認定証をお送りします。（再度の申請は必要ありません。）

・後期高齢者医療制度加入直前に被用者保険の被扶養者であった方は保険料が軽減されますが、関係機関な
どからの情報が遅れ、適用されていない場合があります。その場合は、広域連合または役場住民課までお申
し出ください。

※保険料の納付方法が年金天引き（特別徴収）から窓口納付
（普通徴収）に変更になり納付を忘れてしまう事がございま
すので、通知書で納付方法をよくご確認ください。

保険料は前年中の所得をもとに、1年間の確定保険料額を決定し、お知らせします。

【問合せ先】

見本 見本

後期高齢者医療制度へ加入している皆様へ後期高齢者医療制度へ加入している皆様へ

印

〒923-1213　能美市坪野町リ１－１
能美広域事務組合能美美化センター 
TEL（0761）５１－２４７１

能美広域事務組合職員募集能美広域事務組合職員募集
能美広域事務組合では、平成 28年４月１日付けで採用する職員を次のとおり募集いたします。

【募集職種・採用予定数】

【試験日・内容等】

【問合せ先】

【受験資格】

【受験手続】

所　属 募集職種 人　　数
消防本部 消防士 ８人

１人
１人

美化センター 事務職
廃棄物処理業務（技術職）

消防本部
（消防士）

美化センター

事務職

廃棄物処理業務
（技術職）
共通 能美市、川北町内に居住の人又はその周辺に居住し通勤可能な人。

※場所、時間などについては、第１次試験合格通知に併せてお知らせします。

申込方法

申込受付期間

第
１
次

試験日 平成 27 年９月 20 日（日）
※場所、時間などについては、試験申込者にお知らせします。 

試験内容 消防本部(消防士)
美化センター 教養試験（行政職・初級）、作文試験、適性検査

※合否については、受験者全員に郵送でお知らせします。

第
２
次

試験内容
消防本部(消防士) 個人面接、体力試験

平成27年度平成27年度

平成２年４月２日から平成 10 年４月１日までに生まれ、高等学校卒業程度の学力を
有する人。
能美市、川北町内に居住の人又はその周辺に居住し通勤可能な人。
その他身体要件あり。　※詳細は能美広域事務組合ホームページをご覧ください。 

昭和 55 年４月２日から平成 10 年４月１日までに生まれ、高等
学校卒業程度の学力を有する人。

能美広域事務組合消防本部庶務課（能美美化センターも可）で交付する所定の申込書
に必要事項を記入し提出（持参又は簡易書留郵送）して下さい。
※申込書は、能美広域事務組合ホームページからダウンロードできます。（7 月初旬掲載予定） 

平成 27 年７月 27 日（月）から平成 27 年８月 21 日（金）まで
※郵送の場合は、簡易書留で８月 21 日（金）までの消印のあるものについて受付けます。 

昭和 60 年４月２日から平成 10 年４月１日までに生まれ、高等
学校卒業程度の学力を有する人。

〒923-1121　能美市寺井町た 35 番地 
能美広域事務組合消防本部　庶務課
TEL（0761）５８－６３２０

消防本部
（消防士） 美化センター

個人面接美化センター
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〒923-1213　能美市坪野町リ１－１
能美広域事務組合能美美化センター 
TEL（0761）５１－２４７１

能美広域事務組合職員募集能美広域事務組合職員募集
能美広域事務組合では、平成 28年４月１日付けで採用する職員を次のとおり募集いたします。

【募集職種・採用予定数】

【試験日・内容等】

【問合せ先】

【受験資格】

【受験手続】

所　属 募集職種 人　　数
消防本部 消防士 ８人

１人
１人

美化センター 事務職
廃棄物処理業務（技術職）

消防本部
（消防士）

美化センター

事務職

廃棄物処理業務
（技術職）
共通 能美市、川北町内に居住の人又はその周辺に居住し通勤可能な人。

※場所、時間などについては、第１次試験合格通知に併せてお知らせします。

申込方法

申込受付期間

第
１
次

試験日 平成 27 年９月 20 日（日）
※場所、時間などについては、試験申込者にお知らせします。 

試験内容 消防本部(消防士)
美化センター 教養試験（行政職・初級）、作文試験、適性検査

※合否については、受験者全員に郵送でお知らせします。

第
２
次

試験内容
消防本部(消防士) 個人面接、体力試験

平成27年度平成27年度

平成２年４月２日から平成 10 年４月１日までに生まれ、高等学校卒業程度の学力を
有する人。
能美市、川北町内に居住の人又はその周辺に居住し通勤可能な人。
その他身体要件あり。　※詳細は能美広域事務組合ホームページをご覧ください。 

昭和 55 年４月２日から平成 10 年４月１日までに生まれ、高等
学校卒業程度の学力を有する人。

能美広域事務組合消防本部庶務課（能美美化センターも可）で交付する所定の申込書
に必要事項を記入し提出（持参又は簡易書留郵送）して下さい。
※申込書は、能美広域事務組合ホームページからダウンロードできます。（7 月初旬掲載予定） 

平成 27 年７月 27 日（月）から平成 27 年８月 21 日（金）まで
※郵送の場合は、簡易書留で８月 21 日（金）までの消印のあるものについて受付けます。 

昭和 60 年４月２日から平成 10 年４月１日までに生まれ、高等
学校卒業程度の学力を有する人。

〒923-1121　能美市寺井町た 35 番地 
能美広域事務組合消防本部　庶務課
TEL（0761）５８－６３２０

消防本部
（消防士） 美化センター

個人面接美化センター
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●法律相談
▽日　時

▽場　所
▽相談者
▽その他　　　　

●人権相談

●行政相談

●健康相談

●心配ごと相談

「中島ハルコの恋愛相談室」 林　真理子

川北町立図書館（川北町ふれあい健康センター２階）
☎２７７ー８７００　　 ２７７ー８７０１
開館時間　午前 10 時～午後６時
閉 館 日　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）年末年始

図書館
だより

・可愛い世の中　　　／山崎ナオコーラ
・戦場の聖歌（カンタータ）／森村　誠一
・ブラック・ベルベット／恩田　　陸
・ごんたくれ　　　　／西條　奈加
・偽装　越境捜査　　／笹本　稜平

町ホームページにも新刊・新着案内が掲載されています。

・明日の色　　　　　／新野　剛志
・劉邦　上・中　　　／宮城谷昌光
・鬼忘島　金融捜査官
　　　　・伊地知耕介／江上　　剛
・スマイルメイカー　／横関　　大
 

ほか多数

今月の相談日今月の相談日 今月の新刊今月の新刊
　「私、ハルコさんに会えてよかった。何だか元気
出ました」「でしょう？みんなそう言うのよね」天
下無敵のニューヒロイン誕生。厚かましさ世界一！
痛快無比、無敵のヒロイン中島ハルコが、男と女の
恋愛のもつれた糸を、ばっさばっさとぶった切る！
読むとためになる、元気になる、いい女になれる（？）」

７月14日(火)
午後１時30分～
役場２階応接室
長谷川法律事務所
ご希望の方は前日までに
総務課にご予約下さい。

▽日　時
▽場　所
▽相談者
　

７月13日(月)　午後１時～
サンアリーナ川北
人権擁護委員

７月15日(水)　午前９時～
サンアリーナ川北
行政相談委員

▽日　時
▽場　所
▽相談者
　

７月６日～27日までの
毎週月曜日(20日は除く)
午後１時30分～
町保健センター
町保健師

▽日　時

▽場　所
▽相談者
　

７月７日～28日までの
毎週火曜日
午前９時30分～
町保健センター
町民生児童委員

▽日　時

▽場　所
▽相談者
　

石川県　健康推進課ホームページより

上記４つのポイントを生かしたメニューを、「広報かわきた」８月号より順次ご紹介していきます。

　県では健康寿命延伸の取り組みとして、生活習慣病の発症予防と重症化予防を食事の面から支援
するため、「エネルギー」「塩分」「野菜」の3つの基準を満たすメニューを開発し普及に努めています。

●問合せ先　川北町食生活改善推進協議会（福祉課内）  電話  076（277）1111  有線2300

石川県の
状況

〈基準〉 エネルギー控えめ

メニュー
開発時の
ポイント

■主菜・副菜等を組み合わせた 1 食分の食事として開発
■身近な食材を用い、家庭で調理しやすいメニュー
■基準を満たす「おいしい」メニューをプロの工夫で実現
■家庭で調理する際にアレンジ可能なメニュー

600kcal 以下

野菜摂取量
男性ワースト 28 位（301g）
女性ワースト 14 位（268g）
出典：厚生省「H24国民健康・栄養調査」
目標量　350g以上

食塩摂取量
男性ワースト 9 位（12.0g）
女性ワースト 10 位（10.1g）
出典：厚生省「H24国民健康・栄養調査」

糖尿病予備群の率
ワースト 4 位
出典：厚生省「H22特定健康調査データ」

1 塩分控えめ
3g 以下2 野菜たっぷり

150g 以上3

生活習慣病の発症予防と重症化予防のために基準を策定生活習慣病の発症予防と重症化予防のために基準を策定

料理人と管理栄養士がメニューを開発料理人と管理栄養士がメニューを開発
計30メニューを開発
和食15メニュー、洋食10メニュー

中華5メニュー

いしかわヘルシー＆デリシャスメニュー
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はがき、ＦＡＸまたは電子メールに、①クイズの答え　②住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きの上、広報誌記事の感想もありましたら、下記までお送りください。

■あて先　〒923－1295　川北町字壱ツ屋174　川北町役場総務課
　　　　　e-mailアドレス　kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp
   　 　　  F A X　      　　 076（277）1748

【応募方法】

■締切り 7月24日（金）
たくさんの方のご応募をお待ちしています。

【ヨコのカギ】
①まっすぐ下のことをいいます
④鉄道車両で最も速いです
　「○○○モーターカー」
⑥駅のホームなどで売られているお弁当　
　をいいます？
⑦雨の日にさすものはなんですか？
⑨樹木を切り倒し枝を落とした状態を
　なんといいますか？
⑩可ねん、不ねんなど分べつするもの
　といえばなんですか？
⑫珍しい出来事のことをいいます
⑬コイなどが泳いでいるところをなんと　
　いいますか？
⑮「富良野」この漢字はなんと読みますか？
⑯夜から朝にかけて運行している列車です
　「○○○列車」
⑱節分に一つの方角に向いてのり巻きを　
　食べます「○○○巻き」
⑳鳥肉などを串にさす食べものは
　なんですか？
㉑南の方角の反対はなんですか？
㉒新しくでた草木の芽をなんといいますか？
㉓外出して家にいないことを
　なんといいますか？

9

12

14

●寺 井 警 察 署 ☎0761-57-0110　●壱ツ屋駐在所☎277-1744 有線4185　●木呂場駐在所☎277-0061 有線5821

10

E

【タテのカギ】
②「shell」この英語はなんと読みますか？
③できたてのふっくらとしたご飯の状態　
をなんといいますか？
④「ふじ」、「王林(おうりん)」という品種の
　くだものといえばなですか？
⑤運動会といえば○○組と白組に
　わかれます
⑧今年開催する「川北まつり」は第何回　
　でしょうか？
⑨手術などの時に痛みを感じないように　
　するものはなんですか？
⑪休憩所や特産物などがある道路沿いの
　施設はなんといいますか？
⑭川北町の「町の木」とはなんの木ですか？
⑮夏に涼しげな音を楽しむ代表的なもの　
　といえばなんですか？
⑰「今年」この漢字はなんと読みますか？
⑲夏の夜におしりを光らせて飛ぶ昆虫は　
　なんですか？
⑳「標高」とはなにの高さをあらわしたもの
　ですか？

17

D

C

21

A

20

18

B

1

11

16

42

● オレオレ詐欺 ～よくあるケース～
　息子や孫、夫を装って…
　「会社の金を使い込んでしまった。今日中に返済
　しないとクビになってしまう…」
　「彼女を妊娠させてしまった。中絶費用が
　必要だ…」

被害防止POINT
　・自分から先に息子や孫の名前は言わない
　（相手に名乗らせる）
　・電話番号が変わったのなら、確認のため
　 以前の電話番号に連絡してみる(故障や紛失のため
　 に携帯電話機が新しくなっても番号は変わらない)
　・電話後、家族や友人に連絡をとり事実を確認する

3 5

13

19

76

15

22

ＳＴＯＰ　　振り込め詐欺
　「２６年の被害総額が県内において過去最高額となり…」と、言われた昨年を上回る勢いで特
殊詐欺被害に遭う人が増えています。特に「架空請求詐欺」と「オレオレ詐欺」の被害件数が多
く見受けられます。

8

23

● 架空請求詐欺 ～よくあるケース～
　・利用していないアダルトサイトの利用料金を請求す
　るメールやハガキを送りつけてくる
　・無料サイトにクリックしただけで「会員登録されま
　した。登録料として○万円お支払い
　ください」と請求される

被害防止POINT
　・見覚えのない送信元からのメールに
　 記載されたアドレスにはアクセスしない
　・このような契約は無効であり、支払う必要はない
　・相手は連絡してきた者だけに支払を要求してくる
　 ので、絶対に連絡はせず無視する
　・うっかり連絡してしまっても、個人情報は教えない

振り込みの指示をされても絶対に振り込まず、必ず家族や知人、警察に相談しましょう。また日頃から留守番電
話の設定をお勧めします。だまそうとしている人との接点を持たなければ、詐欺にあう可能性も低くなります。

　次の問題の答えを枠の中に入れて、Ａ～Ｅの文字を順番に並べてください。
正解者の中から抽選で図書カードをプレゼントします。

※先月号の答えは「ラッキョウ」でした。
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　皆さんこんにちは、お元気でしょうか？もう夏ですね。
　日本の夏は、オーストラリアの夏に比べてとっても蒸し暑いです。オーストラリアの夏は、
30℃が普通で40℃を超えることもあります。暑くても、空気はかなり乾燥していますから、
日陰に入れば割と涼しいです。
　皆さん熱い中、熱中症にならないように気をつけてください。
　今月の国際交流コーナーは、オーストラリアの夏の習慣についてお話ししたいと思います。
オーストラリアの夏は12月に始まります。とても大きな国ですので、気候は地方によって変わります。例えば、北部は熱帯地、
中央部は砂漠、そして南の方は温帯地です。オーストラリアのどこにいるかに関わらず、夏には３つの欠かせないものがあり
ます。
　それはスポーツ、バーベキューとビールです。夏のスポーツでは、クリケットとサーフィンが大人気です。クリケットとは16世
紀のイギリスにはじまり、１チーム11名の２チームにわかれ、バットとボールを用いるスポーツです。オーストラリアやインドな
どの、元イギリス帝国の国の中でも大人気で、世界２位の人気スポーツです。試合は色んな種類があって、半日から５日間行
います。オーストラリアの中央部は砂漠ですので、人口の80％以上は海岸に住み、１～２時間以内で海につきます。僕にとって
は、友達とクリケットで遊びながらバーベキューをして、冷たいビールを飲むことが一番いい夏の過ごし方です。
　ちなみにこれはオーストラリアのクリスマスによく見る風景です。日本のホワイトクリスマスと程遠いですね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オーストラリアのバーベキューはコンロも食材もとっても大きいです。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆さんは、どのような夏の過ごし方をしていますか。
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で
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野
の
海
短
歌
会
詠
草
（
６
月
分
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Erwinの国際交流コーナー
アーウィン

「文芸の窓」へのお問合せは、俳句協会　　　東　孝洋さん（壱ツ屋㊒4173）　川柳かわらなでしこ会　広瀬茂子さん（上田子島㊒5327）
　　　　　　　　　　　　　　野の海短歌会　山先春枝さん（中島㊒2773）まで
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うぶごえ
（氏　名）

栄一郎・佐知子
裕　司・絵　美
顕　聖・真　菜
友　範・薫　理
　豊　・由美子

（保護者）

グリーンタウン
グリーンタウン
サンハイム中島

木呂場
サンハイム川北

（住　所）

（５月分）

戸籍の窓
６月１日現在

人 口
（前月対比）

男
女

世 帯 数

6,287
　 －１人

3,087人
3,200人
1,888戸

７
月
７
月くらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダー まちのまちの

うごきうごき日 曜日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

14

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

ま ち の 行 事 保 健 行 事

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

法律相談(PM1:30):役

２か月児相談(PM1:30):保

７か月児相談(AM10:00):保

３歳児健診(PM1:00):保
総合健診(AM7:30):保

総合健診(AM7:30):保

わくわく子育て教室(PM1:30):保

４・12か月児健診(PM1:00):保

母親教室(AM10:00):保

青少年講座(AM9:30)

資源ごみの日

交通安全の日

交通安全の日

海の日

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

行政相談(AM9:00):サ

夏の交通安全運動(30日まで)

手取川いきいき教室「水生生物観察」

手取川いきいき教室「昆虫ウォッチ」
手取川いきいき教室「ヘラブナ釣り」

いきいき体験ウィーク(低学年)

農業委員会(PM1:30):役

人権相談(PM1:00):サ

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保
ＢＣＧ接種(PM1:00):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保

どんぐりひろば(AM10:30):児

どんぐりひろば(AM10:30):児

欅光学級(PM1:30):文

ごみ集めの変更のお知らせ
種類 日　　付→変更日付 変更地区名

可燃物 ７月20日（月）→７月21日（火） 藤蔵・中島・三反田・サンハイム三反田・草深・上先出
下先出・けやきタウン・サンハイム中島

役…川北町役場　文…川北町文化センター　保…保健センター　百…百寿会館
総…総合体育館　サ…サンアリーナ川北　　図…川北町図書館　武…武道館
児…川北町児童館　西児…西部地区児童館　東児…東部地区児童館
橘…橘構造改善センター　西…西部学供　　東…東部学供
コ…川北町コミュニティー＆スポーツ公園

  林 　咲凛
仲林　  凛
小野ちはる
北村　元臣
土谷　  歩

さ　り

りん

はるおみ

あゆむ

おくやみ
才
才
才
才

98
76
83
71

ひばりタウン
与九郎島

橘新
木呂場

（年　齢） （住　所）（氏　名）
峠谷　德次
亀田　長政
西田　逸子
藤田　信勝
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町制記念綱引選手権大会
（６月１４日）

町制記念綱引選手権大会
（６月１４日）

平成27年平成27年 20152015
NO.NO.553553

このコーナーでは『わが家のアイドル』を募集しています。くわしくは、総務課まで。

父：佑紀　母：陽子（サンハイム三反田）

恐竜が大好きなお兄ちゃんとよく笑う弟
パパとママは毎日幸せです！！

広報かわきた７月号　NO.553
発 行 日
編集・発行

ホームページ

平成27年７月１日
川北町役場総務課
TEL（076）277-1111 ㈹
FAX（076）277-1748
http://www.town.kawakita.lg.jp

e-mail  kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp

　皆さん身体の調子は大丈夫ですか？夏が近づくに

つれて気温もぐんぐん上昇してきました。体調管理

には十分注意して下さい。

　先日行われた、町制記念綱引選手権大会は気温も

さることながら、選手、応援の皆さんの熱気も上昇

し、熱い戦いが繰り広げられましたね。

　選手の皆さんの真剣勝負に、応援している人も力

が入り、普段は短い１分間が長く感じたでしょうね。

各地区の皆さんほんとうにお疲れ様でした。

（ｋ！ｋ）

　マイペースで乗り物大好きな愛斗と、好奇心旺盛でも恥ず
かしがりの愛來。ちっちゃい赤ちゃんだった２人が走ったり
笑ったり歌ったり、いろんな事が出来るようになったね。
これからもそれぞれのペースでゆっくり元気に育ってね。生
まれてきてくれてありがとう大好き。

にしたに あつと

西谷　篤人くん

にしたに しゅうと

西谷　鷲人くん

平成26年９月15日生 平成24年８月３日生

父：章秀　母：裕香（ひばりタウン）

おかだ あいく

岡田　愛來ちゃん

おかだ あいと

岡田　愛斗くん　

平成24年12月31日生 平成24年12月31日生

アイドルアイドル K
A
W
A
K
IT
A

ちょっとちょっと一息一息

7月7月わが家の

　消費者ホットラインは、全国共通の電話番号で、
地方公共団体が設置している身近な消費生活相談
窓口をご案内します。
　契約・悪質商法、製品、食品サービスによる事
故などのご相談で、どこに相談してよいか分から
ない場合には、一人で悩まずに、消費者ホットラ
イン 188番をご利用ください。

※生命・身体に重大な危害を受けた場合、又はその危機
が切迫している場合などは、まずは、警察・消防にご
連絡ください。

　消費者ホットラインの番号が７月１日（水）
より３桁に変わります。
　消費者ホットライン「188番」
188番をダイヤルすると、アナウンスが流れます。
アナウンスにしたがって操作をお願いします。
⑴ 住んでいる地域の郵便番号（７桁）を入力

してください。
⑵ 郵便番号の分からない方は、アナウンスに

したがって地域の番号を入力してください。

身近な相談窓口
　川北町役場総務課　☎076（277）1111

消費者ホットラインの
番号が変わります
消費者ホットラインの
番号が変わります

い や や
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